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は じ め

福岡市埋蔵文化財センターが昭和57年2月22日、全国的にも著名な史跡板付遺

跡・史跡金限逃跡に岡まれた博多区井相田二丁目に開館し、早くも 3周年を迎え

ることになりましたが、一般市民、老人クラブ、婦人学級、小・中学生等多数の

見学者を迎える現在、昭和58年度の歩みを年報の第 3号として発刊できますこと

は、まことに喜びにたえないところであります。

御承知のように、福岡市の位置する北部九州は、先史時代から大陸、あるいは

朝鮮l・島との文化交流の門戸として大きな役割を果たしてきました。特に、福岡

地方は、ただ九州｜だけでなく、広く我が国の歴史・文化の中心地であったことか

ら、豊かな文化遺店に恵まれ、我が国の／f,l,'史・文化の変遷を知る上で、最も重要

な位置を占める地域のーっとされています。

ところで、現在では、福岡市は、九州・西日本の中枢管理都市として、政治・

経済・文化の面で在実な発展を続け、人LJも著しく増加しています。このため、

開発に伴う理蔵文化財の発掘調査も年々増加し、出土遺物は膨大な主にのぼって

います。当センターは、先人の生活と文化の展開・変遷の過程を知るためのかけ

がえのない国民的遺産ともいうべき貴重な出土遺物を、収蔵・整理・研究すると

ともに、併せてその成県を広く市民に展示・公開し、埋蔵文化財保護思想の普及

啓蒙を図る文化施設として設置されたものであります。

特に、昭和58年度にわきましては、特別講演、考古学講座、小・中学生のため

の体験考古学教室、遺跡めぐりパスハイク等の諸事業を実施し、市民の文化財保

護思想、の普及・啓蒙に力を注いでまいりました。

福岡市では、緑と人間味豊かな文化都市を目指し、美術館、歴史資料館等の設

置を進めてきましたが、さらに永年の市民の念願で、もある博物館の建設にとりか

かることとし、これが基ー本構想の策定及び資料の収集に若手しているところであ

ります。当センターは、これらの類似施設等と互いに信接な連携、交流を医iり、

埋蔵文化財の整理、保存、活用を図るとともに、市民が先人の文化遺産をとおし

て、郷土を正しく、より身近なものとして、実感を持って学び得る生涯教育の場

として充実してまいりたいと存じますので、今後とも、倍旧の御指導並びに御支

援をお願い申し上げます。

昭和59年5月

福岡市埋蔵文化財センター

所長花田兎
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埋蔵文化財センターの開館まで、

昭和48年度 ・旧中央公民館等に分散保管している発掘資料の一括収蔵と資料整理がで

きる埋蔵文化財収蔵庫の建設構想が持ち上がる。

昭和49年度 ・埋蔵文化財センター建設構想、が持ち上がる。

昭和53年4月 ・埋蔵文化財センターの設置を決定する。

昭和53・54年度 ・建設用地の選定作業を進める。

昭和55年 6月 ・建設用地が内定する。

6月7日 ・建物の基本設計に着手する。

6月17日 ・設備の基本設計に着手する。

7月31日 ・建物の基本設計図が完成する。

・建物の実施設計に着手する。

8月7日 ・建設予定地内の埋蔵文化財の有無確認調査を実施する。（～8/13)

8月30日 ・設備の基本設計図が完成する。

・設備の実施設計に着手する。

9月30日 ・建物の実施設計図が完成する。

10月14日 ・建設用地を購入する。

10月30日 ・設備の実施設計図が完成する。

12月27日 ・建物の建設に着手する。

昭和56年10月23日 ・建物が完成する。

12月21日 ・福岡市埋蔵文化財センタ一条例を制定する。

－教育委員会文化部に開設準備担当職員が発令される。

昭和57年 1月25日 ・福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則を制定する。

2月22日 ・福岡市埋蔵文化財センターが開館し、一課ー係制となる。

－福岡市埋蔵文化財センタ一条例及び施行規則が施行される。
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業 務内容

し遺物の収蔵、分類、整理に関すること。

2. 木器、金属器等の科学的保存処理に関すること。

3.埋蔵文化財の調査記録類の分類、整理、保存に関すること。

4.収蔵した遺物や調査記録類の公開・展示に関すること。

5.埋蔵文化財についての相談に関すること。

6.収蔵資料の貸出しに関すること。

7.収蔵資料の図録・目録の刊行に関すること。

8.埋蔵文化財保護思想普及のための公開講座に関すること。

9.収蔵資料の保存方法、収蔵方法等の研究に関すること。

10. その他、埋蔵文化財に関すること。

工事の概 要

( 1 ）所在地 福岡市博多区井相田二丁目 l番94号

( 2 ）敷地面積 4,000m' 

( 3 ）構 造 鉄筋コンクリート造3階建一部2階建

( 4 ）建築面積 1,015m' （延床面積 1,992m') 
千円 千円

504,063 （工事費 483,056 
千円

設計監理費 21,007 ) 
千円

収入内訳（国庫補助金 65,000 
千円

市負担金 439,063 ) 

( 5 ） 事 業 費

( 6 ）工 期 着工昭和55年12月27日 竣工昭和56年10月23日

( 7 ）主要施設 l階事務室、エントランスホール、展示室、木器保存処理室、荷解室

2階 資料整理室、写場、暗室、収蔵展示室、講座室

3階 図書室、記録類収蔵室、製図室、金属器保存処理室、特別収蔵室

屋上ペントハウス

屋外木器用プール

( 8 ）設 備 空気調和機器、放送機器、防災機器、視聴覚機器、写場調光機器、移動式

書架、エレベータ一、遺物運搬用リフト

( 9 ）遺物保存

処理関係

機器

PE G樹脂含浸装置（ 1基）、鉄製遺物樹脂含浸装置（ 1基）、精密噴射

加工機（ 1台）、送風定温乾燥器（ 1台）、小型電動ドリル（ 1式）、ラ

ミネーター（ 1台）、 実体顕微鏡（ 1台）
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ー_Jjyj1 時L
施設 と 規模

延床面積・…・・1,992m'

階 798m' 

エントランスホール 123m' 

展 刀t 室 167m' 

木器保存処理室 40m' 

荷 解 室 144m' 

事 務 室 66m' i: 

警備員 二去1二 9m' 
・，＿ーーーーーー＿j

1階平面図

機 f成 ニ｛~二' 129m' 

そ の 他 120m' 

． ． 
2 階 740m' 収蔵展示室． 
資料整理室 58m' 

講 座 室 140m' 

写場・暗室 63m' 

収蔵展示 室 345m' 

そ の 他 134m' 
講座室

3 階 415m' 2階平面図

図 書 室 77m' 

記録類収蔵室 48m' 

製 図 室 37m' 

金属器保存処理室 73m' 

特別収蔵室 52m' 

そ σ〕 他 128m' 

屋上 39m' 

ペントハウス 39m' 
p 

一
3階平面図



館案内

1階 エントランスホール

ti｝／多i叉卜：~·~ /JU IIIJ ,' 11, J：の｛1定干iをと、 ま

た、 IEffrlの¥i/f.ffrlには博多｜え：jU(.,;j／ιill

H母；出土のJ!Jj光鋭を実物の約201/'rのレ

リーブで't<;jミしています。

1階休憩コーナー

見守そできるdi内の：ill跡、 JJl有づき1/:1¥

泌査l…j:1の追跡及びl！？内とその／.＇rJ辺の

考古資料民示室をもった施投手を案

内しています。また、各陣民覧会の

ポスタ－？；，もm治しています。

1階 オープン展示コ…ナー

弥生土器や；W,よ〔誌の｛波J:'1・、石斧、

秘摘みよし（主j){,LT)、主ir.:iのJi;[材料ーで

ある日，｛ll'ft11-iイ与を子にとって見られま

す。

l階工子商毘
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1階展示室

rli I人！の！日干j（，：如何にからiI)ill引t：こ

！ いたる代炎（i~J な泣跡を世ffii1』地lヌl摸

11!! iこ炎治し、出i,riFF・里子がii-くからIJ日

げていたことがHR併しやすくなって

います。また、ガ！Ur斑文化l!tの発見から

保有ーにいたる過程 ・文字ノf才、

ルと i'i＇，土i立物等をflJいて1911説、速報

コーナーで、は 11｝新の発1/ii＼資料を Ji~示

し、 :J:IR版文化防についてのllf[Mを深

めていただけるようにしています。
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2階資料整理室

出土泣物の整理・復原作業11ヰ：には

窓越しに内部が見学できます。

2階講座室

16ミリ映写機、スライ 1"'映写機、

ビデオ、 OH P等の視聴覚機器を用

いて考古学説雌等を開催しています。

2階収蔵展示室

多；ill宇で、多種にわたる遺物の完形

品及び復原品をそのままの状態で展

示しでわり、；埋蔵文化財を迫力を持

ってより身近に感じとれます。受付

にわ申し出の上、御覧下さい。

2B皆平話国

• I・
収蔵展示室． 

講座愛
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考古学関係図書が、自由に閲覧

（蔵書・約3,000l叶）

3B皆平雷図

図警室3指

機構と職員構成及び名簿

構

「文化課

ト副主幹（博物館建設準備担当）

教育委員会一文化部ート少年科学文化会館

ト歴史資料館

」埋蔵文化財センター

機）
 

i
 

（
 

嘱託（ 1名）

職員構成

「事務吏員（ 1名）
所長ァ管理係長一｜

I 」技術吏員（ 1名）

し文化財主事（ 1名）

(2) 

(3）職員名簿

要

事務吏員
事務吏員
事務吏員
技術吏員

f商名

安
兎…
義太郎
憲雄

寛樹
好文
譲治

光

宅
団
鳥
高
永
延
口
上

氏

三
花
千
飛
徳
松
山
弁

所長（的
所長
管理係長
文化財主事
事務吏員（前）
事務吏員
技術吏員
l嘱託

名出
叫

wnMBBP 
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昭和 58年度予算

歳入 （単位千円）

事 項 金額 内 ，廿-

雑 入 3 私用電話通話料

lロ;.. 言十 3 

歳出 （単位千円）

事 項 金額 内 ’－ん.；，‘ － 

運管
ρ邑＝． 

一般管理費 2,167 印刷消耗品、電話料、自動車借上料

費理 施設管理費 21,685 電気、水道、受付・警備・清掃委託・機械保守点検

事 調査研究費 2,356 図書、遺物保存処理研修旅費

資料分類整理費 665 整理用品、賃金
業

普及啓蒙活動費 1,189 年報、講座

費 資料保存整備費 1,480 フィルム、現像液、印画紙

Aロ、 計 29,542 

施設管理業務の概要

昭和58年4月1日 ・警備・清掃・受付応待業務を東京ビル整備株式会社に委託する。

・自動電話交換機設備保守業務を日新電設株式会社に委託する。

・昇降機設備保守業務を株式会社九州クマリフトに委託する。

・自動火災報知設備等保守業務をホーチキ株式会社に委託する 0

．浄化槽設備保守業務をベスト工業株式会社に委託する。

・空気調和設備保守業務をダイキン工業株式会社に委託する 0

．冷凍設備保安業務を福岡県冷凍設備保安協会に委託する。

・電気設備保安業務を社団法人九州電気管理技術者協会の中村豊彦氏に委

託する。

・館内装飾用植木鉢借上契約をうらかわ園芸と締結する。

昭和58年 3月16日 ・出土遺物の移送を日立運輸株式会社に委託する。（3/16～ 3/21)

肝
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埋蔵文化財センターの活動

1 調査研究

・職員の調査・研修

〈調査〉

昭和58年4月1日～ 4日 ・神奈川県立埋蔵文化財センタ一、国立歴史民俗博物館、

東京国立博物館（徳永寛樹）

6月15日 ・飯塚市歴史資料館（花田兎ー・山口譲治）

7月4日 ・九州慌史資料館（山口譲治）

9月20日 ・北九州Fわ・立考古博物館（花田兎ー・千鳥義太郎・飛高

憲雄）

11月12日～15日 ・香川県教育委員会、徳島県立博物館、徳島県教育委員

会（山口譲治）

( fifffr多〉

昭和58年5月31日～ ・第23回九州博物館協議会於宮崎市 みやざき会館

6月2日 （千鳥義太郎）

10月12日～15日 ・第31回全国博物館大会於新潟市新潟県民会館（花

目見ー）

10月25日、 26日 ・第13凶九州博物館協議会学芸員・事務職員研修会於

佐賀市佐賀県立美術館（松延好文）

・図書

購入図書 366冊

寄贈図書 726冊
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2 普及啓蒙活動

圃特別講演

回 開催月日

1 7月31臼

2 10月30日

3 2月25日

・考古学講座

回 開催月日

1 4月24日

2 5月15日

3 6月5日

4 7月3日

5 7月24日

6 8月21日

7 9月11日

8 10月2日

9 11月20日

10 12月4日

11 12月17日

12 1月28日

13 3月17日

14 3月31日

よ器 氏 名 題 目

九州大学文学部助教授凶谷正 福岡の中の判鮮文化

飯塚市原史資料館i館長 児1~＼＇：！； I盗人 部：十日芸とそのH引に

九川歴史資料館館長 IJI村｜凶i'fl 仏教伝来における日本と朝鮮

議 (:l]i氏名 題 目

生活文化史シリ スI
i~ミ石哲也

「水稲耕作の始まり」

生活メ化史シリ ズH
山崎純男

「弥生日、予代の村一板付遺跡の調査から一」

生活メ化史シリ ズ皿
柳 沢 一 男

「古墳築造」

生活メ化史シリ ズIV
tt:1尺 j羊占

「有田台地における人々の生活史」

11官高 ：吉雄
入門議出1
「考古学概論I一用語解説」

杉山富雄
入門｝持座2
「旧石掠/l;'f代 日本文化のあけぼのー」

田中寿夫
入門講座3
「考古手概論H 発掘調査」

（｜基
入門端座4

木下
「縄文H、？代 I 土保製作の始まりー」

山口譲治
入門講佳5
「考古手概論皿 fj'.代決定法一」

小 池 史 哲
入門講座6
「純文H寺代日 縄文文化の開化と人々の生活一」

小畑弘己
遺物から兄た対外交渉史シリ ズI
「制石器 黄河の水は江戸に通ずるか」

遺物から見た対外交渉史シリ スE
高倉 j芋彰

「青銅鏡」

勉
遺物から見た対外交渉史シリ ズ皿

森田
「輸入陶般器 大宰府出土遺物を中心としてー」

遺物から見た対外父渉史シリ ズIV
塩屋勝手lj

「青銅武器」

・体験考古学一小・中学生のための考古学教室一

開 催 月 日

8月2日

8月3日、 4日

内容

講義「遺物の概要」

実習「土器復原」

受講者数

20人

圃遺跡めぐりパスハイク

開催月日

12月1日

見学先とコース

国指定史跡金山遺跡→世界学習館→飯政遺跡

参加者数

48人

(W｛称目的

受講者数

115人

91人

170人

（イBi¥r-田谷）

受講者名

112人

73 

85 

91 

82 

69 

117 

72 

35 

62 

58 

61 

77 

65 
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際夏休み考古映画の会

IJ日｛在期間 題 名 観賞者数［口i

「日本列島の誕生」 （カラー・ 28分）
172人7 H26EI～30 日

「純文：i二：f：七 （カラー・ 24分） 他 Zi玄

「i:1:-i－墳のIL¥=(I::」 （カラー・ 19分）
155人2 8 H 2 El～ 7 El 

「 r:-s·t1't から比た大手II の i~Jj延」 （カラー・ 18分） 他 3-;,j立

「1/Ljの都大宰府」 （カラー・ 25分）
121人3 8月 9El～14 IJ 

「奈良の者／IJ （カラー・ 22分） 他 3本

「平安の郁」 （カラー・ 22分）
95人4 8/=ll6EI～20 El 

「京古の米襲」 （カラー・ 18分） f也3本

「鉄砲の｛云米J （カラー・ 22分）
91人5 8月23日～26日

「？CTゴ事l{fJ （カラー・ 19分） 他 3本

Eシルクロード観賞のっとい

ココ
Jj
 

以
盟｛
 

口
同
りほ 題 名

※ N HKの後援をifトて、 N

HK特集「シルクロード」

のビデオを利用する。

1 I 4 )J 3日 ｜ 「天ilrを1'tくJ 「天山市路・音楽の旅」

2 I 4月10日 I 「天.¥!0の馴1；」 「副主の十字路」

A特別講演

闘図書関覧

考古学関係図書の閲覧（蔵書・約3,000冊）
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・資料の貸出し

貸 出 先 貸出期間 内 q’bマ’ 

昭和59年 有田遺跡出土土器（ 1点）
平安博物館 4月 1日～ 3月31日

拾六町ツイジ遺跡出土土器 (1点）

佐賀県立博物館 4月27日～ 6月15日
鋤（ホーク状） ( 2点）

二又鍬・三又鍬（ 2点）

宗像市中央公民館 5月13日～14日 16ミリ映画フィルム「奴の国」

宗像市教育委員会
5月24日～31日 16ミリ映画フィルム「奴の国」

社会教育課

飯塚市歴史資料館 7月22日～26日 16ミリ映画フィルム r奴の国」

島根県立八雲立つ
9月20日～11月26日

三又鍬（模造品） ( 2点） 投弾形土

風土記の正資料館 製品（20点） 「H芸与真（三又鍬）



・入館者の動向

1 .入館者統計

｛問 人 人 11 [,tJ f本 人 fi( 

一般 ,-: 小学生 ,1，’F生 ,:':i校生 大学生
II 

生 校生

大 そ
V数）数ヘ' 

l体数,tJ 詰' l体数H 4臥¥ ~t :~ l体数.／J 数八. リj iλ ’生-,-. 
生

。〉
f也

4 
人 人 人 人 人 人 人 人人 人人 人 人 ／、 人

17:> 8:, 169 2:> 9 JI 8 ・182 :i 149 ｛） 0 0 ｛｝ 。。 33 

5 143 83 111 21 2 8 13 381 5 162 5 429 I) 。2 27 。。
6 131 40 49 8 0 3 11 242 8 410 6 941 2 22 。。。。
7 90 81 249 49 3 15 22 「iC9 13 552 1 214 7 。。。。
8 155 123 375 96 12 22 38 821 13 820 7 134 1 行 。。。。
9 80 42 109 16 2 5 24 278 4 344 。 0 1 47 。。。。
10 88 34 114 24 0 14 10 284 12 364 3 430 1 130 。。1 27 

11 169 97 297 39 11 21 47 681 IO 380 9 1.144 。。。。。。
12 179 101 346 184 。6 133 949 8 298 1 161 （｝ 。。。。。

引） 38 168 55 7 12 75 445 4 132 。 。。 。。。。。
2 252 183 324 52 19 35 152 1.017 3 220 。 。。 。。。。。
3 223 197 7,!l 55 27 63 166 1,510 4 168 0 • 0 。。。。。。

1. 775 1. 104 3.090 624 92 215 699 7,599 87 3,999 32 3,453 6 212 2 27 2 60 

2.年齢別入館者数（個人）

II 。～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 

4 212 人 64 人 85 人 54 人 24 人 20 人 21 
人

5 146 32 84 58 43 12 . ., 

6 69 28 53 45 24 19 4 

7 324 44 47 38 39 13 4 

8 526 54 Ill 69 35 17 7 

9 150 27 42 24 21 12 2 

10 160 25 18 40 30 日 。
II 415 日。 91 74 42 8 

12 670 108 95 44 22 IO 。
310 20 37 41 25 7 4 

2 572 52 86 163 116 27 

3 1.089 44 76 110 102 74 15 

4,643 548 825 760 523 228 64 

!t ,4< 61.1% 7.2% 10.9% 10.0% 6.9% 3.0% 0.8% 

3.個人入館者比率

亨了 高校生 ！ 大学生 ｜ その偽

1~一刃 624 92 人I 21s 人I 699 川

23.4% 14.5% 40.7% 8.2% 1.2% 2.8% 9.2% 

者

体f数,t] 

人
4 

12 

16 

15 

21 

5 

17 

19 

9 

4 

3 

4 

129 

80～ 
2 

1 

。
。
2 

。
2 

。
。
I 

。
。
8 

0.1% 

言十

7 .599 

100% 

15 

人
数

人 人
182 664 

618 999 

1.373 1,615 

773 1.282 

960 1. 781 

391 669 

951 l‘235 

l町524 2,205 

459 1.408 

132 577 

220 1.237 

168 1.678 

7,751 *"it, 3引）

,lt 

人
482 

381 

242 

5[9 

821 

278 

284 

681 

949 

445 

1.017 

1.510 

蛇，I)
7,599 

100% 
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4.個人入館者住所区分

H 福岡市 l呆 内 県 外 言十

4 413人 56人 13人 482人

5 285 72 24 381 

6 168 50 24 242 

7 427 69 13 509 

8 646 122 53 821 

9 229 33 16 278 

10 203 61 20 284 

11 573 75 33 681 

12 881 51 17 949 

1 394 37 14 445 

2 864 112 41 1,017 

3 1,349 101 60 1,510 

計 6,432 839 328 7,599 

比長十i 84.7% 11.0% 4.3% 100% 

5.団体入館者比率

般
一
山
一

Mm

－X八一
n
b

－Qd
一4パ

．一
9

一l

一
－
’
｝
一

F
D

－一円。一
t

、

～一数一
一
者
一
本

一
合
h

一
－Anu
－
 

－人一
一
体
一
比

一U
A

相一

m一山

大学生

60人

0.8% 

小学生

3,453人

44.5% 

注
一
人
一
%

、子一

2
－7

中
一
幻
一
乙

計

7,751人

100% 

~ダ
） 

民
－
E
E民
F
E骨
骨
骨
白
骨
E
除
勧
i
t
γ
E
M札hr
ゎト

i
u
h；
い
わ
hli，



！＂＂＂・－ーー一一

3 資料保存整備

・木器の保存処理

・ PEG-4000の含浸を 10月30日に終了した。

出土遺跡名

十郎川遺跡

（石丸・古川）

鶴町遺跡

下山門遺跡

瑞穂遺跡

那珂深ヲサ遺跡

三筑遺跡

原深町遺跡

名称と点数

曲物（ 5 ) 

箸（ 2 ) 

下駄 (lo) 差歯（ 7 ) 

用途不明木製品（ 7) 

石斧柄（ 1 ) 容器（ 1 ) 

しゃもじ（ 2) 

石斧柄（ 2 ) 万子柄（ 1 ) 容器（ 1 ) 薦編具（ 3) 

自在かぎ（ 1 ) 

石斧柄（ 4) 狭鍬（ 1 ) 広鍬 (1) 鍬柄（ 1 ) 

杓子（ 1 ) 加工板（ 1 ) 

槌（ 1 ) 梯子（ 1 ) 建築材？ ( 2 ) 工作台？ ( 1 ) 

用途不明木製品（ 5) 

八又鍬（ 1 ) 三又鍬（ 3) 二又鍬‘（ 1 ) 又鍬（ 2) 

諸手鍬（ 1 ) 鍬（ 1 ) 鋤（ 4) 杵（ 1 ) 杭（ 1 ) 

矛（ 1 ) 槌（ 1 ) 脚付長方形鉢（ 1 ) 漆役脚（ 1 ) 

用途不明木製品（ 1 ) 

二又鍬（ 2 ) 

加工板（ 1 ) 

梯子（ 1 ) 杵（ 2) 建築材（ 4) 

用途不明木製品（ 3) 

合計

17 

計

33 

2 

8 

9 

10 

20 

13 

95 
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福岡市埋蔵文化財センタ一条例

（設置）

第 1条 発掘調査等で出土した考古学的資

料（以下「資料」という。）の保存と活用

を図り、もって市民文化の向上に資する

ため、福岡市埋蔵文化財センター（以下

「センター」という。）を福岡市博多区井

相田二丁目に設置する。

（事業）

第2条 センターは、次の各号に掲げる事

業を行う。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関する

こと。

(2) 資料を展示し、公開すること。

(3) 資料の専門的調査研究を行うこと。

(4) 前3号に掲げるもののほか、センター

の設置の目的達成に必要なこと。

（職員）

第3条 センターに所長その他必要な職員

を置く。

（入館の制限）

第4条教育委員会は、次の各号のいずれ

かに該当する者に対し、入館を拒み、又

は退去を命ずることができる。

(1) センターの管理上必要な指示又は指

導に従わない者

(2) センターの管理上支障があると認め

られる者

（資料の貸出し）

第5条教育、学術若しくは文化に関する

機関若しくは団体又は学術研究のため特

（昭和5印
条例第 66号／

に資料を利用しようとする者は、教育委

員会の許可を受けて資料の貸出しを受け

ることができる。

2 前項の貸出しは、資料の保管について

安全が確保できると認められる場合に限

り行うものとする。

（損害賠償）

第6条 資料の観覧者又は貸出しを受けた

者が、その責めに帰すべき理由によりセ

ンターの建物若しくは施設又は資料を破

損し、又は汚損して本市に損害を与えた

ときは、これらを原状に復し、又はその

損害を賠償しなければならない。

（委任）

第7条 この条例に定めるもののほか、セ

ンターの管理に関し必要な事項は、教育

委員会規則で定める。

附 則

この条例は、公布の日から起算して 3月

を超えない範囲内において教育委員会規則

で定める日から施行する。

（昭和問教規則第 3号により）
昭和57年 2月22日から施行 ／ 

1

i

l
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福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則

（提唱i~1ij:J~ ：）
（趣旨）

第 1条 この規則は、福岡市埋蔵文化財セ

ンタ一条例（昭和56年福岡市条例第66号、

以下「条例」という。）の施行に関レ必、要

な事項を定めるものとする。

（組織）

第2条福岡市埋蔵文化財センター（以下

「センター」という。）の事務を行うため、

センターに管理係を置く。

（職員）

第3条 センターに所長、係長、吏員その

他の職員を置く。

2 前項の職員のほか、特定事務を担当さ

せるため、センターに文化財主事を置く

ことができる。

3 所長、係長及び文化財主事は、吏員の

うちから命ずる。

4 所長及ぴ係長は、上司の命を受けてセ

ンター又は係の事務を掌理し、所属職員

を指揮監督する。

5 文化財主事は、上司の命を受けて担当

事務を処理する。

6 吏員その他の職員は、上司の命を受け

て分担する事務を処理する。

（職務権限の代行）

第4条 所長に事故がある場合、又は所長

が欠けた場合において、特に事務取扱者

を命じないときは、係長がその係に属す

る事務について所長の職務権限を代理し

て行う。ただし、重要又は異例な事務に

ついては、文化部長の指揮を受けなけれ

ばならない。

2 前項の規定により所長の職務権限を代

理して行う者がないときは、文化部長が

行つ。

（開館時間）

第5条 センターの開館時間は、午前9時

から午後5時までとする。ただし、教育

長は、必要があると認める場合には、こ

れを変更することができる。

（休館日）

第6条 センターの休館日は、次のとおり

とする。ただし、教育長は、必要と認め

る場合には、これを変更し、又は臨時に

休館日を設けることができる。

(1）毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年 1月4日まで

（入館者の心得）

第フ条 センターに入館する者は、次の各

号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 所定の場所以外の場所で飲食し、喫

煙し、又は火気を使HJしないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぽす

行為をしないこと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 所定の場所以外に立ち入らないこと。

(5) 職員が行う管理上必要な指示又は指

導に従うこと。

（貸出し）
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第8条 条例第 5条第 l項の規定による資

ギ｜の貸出しを受けようとする者は、福岡

市J:lj!_蔵文化財センター資料貸出許可申請

書（機式第 1号）を教育長に提出しなけ

ればならない。

2 条例l第 5条第 1，：~の規定による資料の

貸出しの許可は、十五i悩l市J:11!版文化財セン

ター資料貸出許可書（様式第 2号）を交

付して行う。

( ',5f!l同等）

第9条 センターに資料を寄贈し、メは寄

様式第 l号

i'Ml/i;J rli.t'IU，注文化財センター資料rt/1¥,i't可q1~,'i,Ji: 

年 JJ 11 

制［i/;J市教rrf't1会教育長椴

巾，；，＇1ti・ fj:,iJi 

氏名

制i,Y;jrli J11111＼北文化財センタ IV［／歳の資料のl't/1¥し

（館内 館外）を’，；！：けたいので、制｜吋,liJ'I'蔵文化

財センタ一条fiji]b削 j)),1,1!1］~＇＼ 8条約 1Jj'［の規定によ

り次のとおり q1.：，＇；します。

1 資半l:f,

2 日 （（）

3 均I/1¥J 

⑮ 

, .....智

託しようとする者は、教育委員会に lドし

出なければならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは、寄託者

の承諾を得て行うものとする。

（委任）

第10条 この規則の施行に閲し必要な事項

は、教育長が定める。

附員IJ

この規則は、 Iii']和57年 2月22日から地行

する。

株式第 2号

制｜吋j/j;'J!，政文化財センター資料rt出／f'TiJil)'

第
仁E.,,. 

年 JI 日

民ぇ

九¥I刈r1i教育委w会

教育長 回

年 月 日申，ii'iされた資料の（館内・

自｛i外lHH＼しについては、次のとおり許可します。

1 資料名

2 目 （｛）

3 WI JliJ 

4 条 ｛'Jc
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開館時間

休館日

入館料

駐 車 場

御案 内

9 : 00～17 : 00 （入館は16:30まで）

毎週月曜日

年末年始（12月28日～ 1月4日）

／ただし問i本で見学される均合i;l:、＼

料 lあらかじめご述給ください。 ) 

乗用車13台、大型パス 4台駐車可

案内図

喜 善ち自＼. l m~~?.! j 
駅多 E多R E主

1i ~} 

．西鉄パス（行先番号⑩ ・＠）

蔀角歯±fuAo（埋蔵文化財センター前）下車

．西鉄大牟回線総織駅から徒歩約14分

・国鉄鹿児島本線南福岡駅から徒歩約四分


